
一般社団法人ふじのくにサイクルスポーツコミッション

令和４年度事業報告

（令和４年９月８日から令和５年３月 31 日）

１ 設立目的及び概況

（１）設立目的

日本サイクルスポーツセンターを拠点として、自転車競技をはじめとするスポーツの

普及及び振興に努め、スポーツによる国内外からの交流人口の拡大、地域の魅力創造及

び活性化、地域住民の Quality of Life 向上に寄与することを目的とする。

（２）概況

ア 設立年月日 令和４年９月８日

イ 実施事業

（１）スポーツによる交流の拡大及び地域活性化に関する事業

（２）スポーツによる共生社会の形成に関する事業

（３）スポーツによる住民の健康増進・体力づくりに関する事業

（４）スポーツ・健康分野の活動を担う人材育成及び確保に関する事業

（５）その他当法人の目的を達成するために必要な事業

２ 社員・役員等の状況

（１）社員の状況（令和５年３月 31 日現在）

社員：４人

（２）役員の状況（令和５年３月 31 日現在）

ア 役員の人数

会長 １人、理事 ２人、監事 １人

イ 令和５年３月 31 日現在の理事・監事

３ 理事会及び総会の開催

（１）理事会

役 職 氏 名

会長（代表理事） 松村 正之

理事（専務理事） 加藤 博昭

理事 林田 充

監事 長井 浩行

開催日時 議 事

令和４年 12 月 27 日 （１）第１号議案 業務を執行する理事の選任

（２）第２号議案 各種法人規定の制定



（２）社員総会

４ 事業の実施状況等

（１）スポーツによる交流の拡大及び地域活性化に関する事業

ア オリンピックレガシー施設を活用した自転車スキルアップ講習事業の実施

伊豆マウンテンバイクコースでジャパン・マウンテンバイク・カップ及び全日本

自転車競技選手権マウテンバイクに向けた選手のスキルアップ講習を開催した。

＜開催日＞

令和４年 10 月８日（土）、９日（日）、10 日（月）

参加者（帯同者含む）：51 名

イ ジャパン・マウンテンバイク・カップ開催に向けた広報

ホームページ、SPRING FESTIVAL in CSC（３月 19 日）でブース出展し、情報発信

を行った。

ウ 伊豆マウンテンバイクコース修復作業

ジャパン・マウンテンバイク・カップ及び全日本自転車競技選手権（マウンテン

バイク）の開催により傷んだコース路面を修復、整備等を行った。

（２） スポーツによる共生社会の形成に関する事業

ア パラスポーツに触れる機会の創出に向けた検討

パラサイクリングを中心に、地域住民がパラスポーツに触れる機会の創出に向け

てパラサイクリング連盟関係者と情報交換を行った。

イ パラサイクリング体験会の実施

SPRING FESTIVAL in CSC（３月 19 日）でパラサイクリング体験会を行った。

（３） スポーツによる住民の健康増進・体力づくりに関する事業

・社員の入退会に関する規程

・会費等に関する規程

・役員等の報酬に関する規程

・役職員の旅費に関する規程

（３）第３号議案 令和４年度事業計画

（４）第４号議案 令和４年度収支予算

（５）第５号議案 社員総会の決議の省略

開催日時 議 事

令和４年 12 月 27 日 12 月 27 日の理事会での決議事項について、社員総会での

決議は、決議の省略で行うとともに、決議事項について、

決議内容については提案どおりとすることを決議した。



ア 自転車を活用した健康づくり事業の実施

静岡県、伊豆市、伊豆の国市及び伊東市が行う自転車を活用した健康づくり事業

における実行委員会事務局として運営を担い、幅広い年代におけるスポーツ実施率

向上及び「長く、ゆるく、楽しく」をテーマに無関心層の運動習慣化に向けた取組

みを行った。

（ア）自転車を活用した健康づくりプログラム（継続プログラム）

（イ）自転車を活用した運動のきっかけづくり



（ウ）自転車普及イベントの開催

（４）スポーツ・健康分野の活動を担う人材育成及び確保に関する事業

ア 自転車競技及び自転車を支える人材育成及び確保に向けた検討

次世代アスリートの育成や裾野拡大及び普及を担う人材育成に向けた検討を競技

団体関係者を意見交換を行った。

５ 広報

ホームページおいて当団体の活動について情報発信を行った

６ 事業報告の附属明細書

令和４年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34

条第３項に規定する「事業報告を補則する重要な事項」が存在しないので、附属明細書

は作成しない。


